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明け ま しておめで とうございます。

初夢 は、一富士 、二鷹 、三 なす び、だそ うですが 、皆様 い

かがで したか。

富士 の裾野 には三 島 とい う市が あ りま して、そこに 「楽寿

園」 とい う庭 園があ ります。溶岩 の上 に、匠の技 と美 を極 め

た 「楽寿館」 が建 ってい ます。

湧水期 には、満々 と水を湛え、それはすば らしい景色 になっ

たそ うです。

確 かにパ ンフ レッ トの写真 にはすば ら しい景観が写 ってい ます。

こんな景色 を私 も見 たい と思い ま した。

しか し、 もう何年 も水が貯 まった こ とが無 いと、地元の人が言 ってい ま した。

札幌 にも、 メム と呼 ばれ る泉が た くさんあ った と聞 いてい ます。北大 、借楽園 、知事公館 、

サ ッポ ロビール…市内 に十数 ケ所 あったそ うです。

そ して、そのすべ てが個れ て しまっています。

そ こに住んでい た生物 は、また、その水 を命の水 としていた生物 は、 どこへ行 って しまった

ので しょう。豊か な水 の風景 は、今 は もう見 られませ ん。

泉が洞れ た主 な原因は、地下水 の過剰 な汲み上 げに よる ことだ と、容易 に推察 で きます。

だ とした ら、元 に戻 す ことは、技術 的には、そんな に難 しいこ とではないのか もしれません。

特 に札幌 では、工業 用の割合 は低 いで しょうか ら。

ダム を無 くした り、直線化 した川筋 を元に戻 す よ り簡単だ とは思い ませんか。

水 辺で遊ぶ子 供達の姿 をイメージ してみて くだ さい。

僕 らは、小川や池で遊 んだ世代です。 もう少 し上の世代 は、大 きな川で も遊ん だ世代 です 。

今 の子供達 も川で魚 を捕 まえる ときは、 目の輝 きが違 います。

自然 な水 辺 には植物が茂 り、虫 も魚 も育ちます。人の心 も育つのではないで しょうか。

これが私の見続 けている夢 です。

そ ういえば 、昔 、盛 んに言 われていた地盤沈下 は、 どうなったので しょう。

透水性の舗装が 開発 された話 も聞いたのです が、 どうなって しまったので しょう。

既得権 の問題が あ るか ら、地下水 の汲み上 げ規制 はで きないので しょうか。

水 源の森が不 法伐採 された話 も聞 こえて きます。集材の為、大 型重機 で入 りこみ、

表土 も植生 も剥 ぎとって しまう、まさに躁躍 の現場写真 も見せ られ ま した。

地域 で も地球で も空間 は有 限です。収奪 ・搾 取 を続 けたら、いずれ滅び ます。命や

水 の循環 こそが無 限の可能性 を持 っているので はないで しょうか。

(当協会理事 ・札幌市在住)

久 く

野 の

襟

之 讐
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侵幸 告

「風力発電 と環境問題」

ニムオロ自然研究会事務局長 高 田 令 子

世 界各国で地球温暖化 による環境への影響 が深刻化す る中、風力発電への関心 と期待が高まっ

てい ます。"風"と い う自然エ ネルギーが利用で きる ことは、化石燃 料 を海 外 か らの輸 入 に

頼 っている 日本に とっては魅力 ある ものであ り、地球温暖化の原因 となっている二酸 化炭素 を

排出 しない とい う大 きな利 点 もあ ります。一方で、鳥が風車 に衝突するバ ー ドス トライク、周

辺環境や景観の改 変な どの環境 問題が発生 してい ることは、あ ま り知 られていません。

最近 になって ようや く関心 が高 まって きたの は、風車へのバー ドス トラ イクです。高速で回

転す る風車の プロペ ラに、大小様 々な鳥が衝突す るのです。風車 は、良い風 の吹 く場所 に建て

られます。良い風の吹 く場所 は、長距離 の移動 をす る渡 り鳥の移動 ルー トとなってい ることが

多 く、猛禽類 などはハ ンテ ィングの際 にも風 を利用 します。従 って、風車の設置場所 は鳥類の

移動 ルー トや餌場 とか ち合 うこととなるため、バ ー ドス トライクの発生が危惧 されるのです。

道内では、すで に260基 以上の風車が建設 されてお り、オジロ ワシ、 トビ、 オオセ グ ロカモ メ

な ど数種類 の鳥類でバ ー ドス トライクが確認 されてい ます。オジロワシの事 故例 は、2002年 以

来毎 年発生 してお り、これまで に6羽 が犠牲 にな ってい ます 。一見 ゆっ くりと回転 しているよ

うに見える風車 ですが 、一片 の長 さが40mに もなるプロペ ラの先端部 の 回転 速度 は時 速200キ

ロを超え ます。 これ までに被害 に遭 ったオジロワシなどの死骸 は、翼 や胴体が切断 された状態

で発見 されてお り、その破壊力 は凄 まじい ものであ ることが うかがえ ます 。

現在、風力発電の建 設にはアセス メン トが義務付 け されてい ません。 自主的 に環境 調査 を実

施 してい る業者 はあ るものの、調 査の手法 や評価基準が確立 されていないため 、十分 な評価 は

されてい ないのが現状です。今 後は、洋上風車 の建設が増加す る可能性 もあ り、風力発電 によ

る環境問題 は、さ らに深刻化す ることが予想 され ます。 日本列島 は、渡 り鳥の主要 な移動ルー

トなのです か ら、ゾーニ ングに必要 な詳 しい渡 りルー トを解明

し、法を整備す るこ とな ども急務 だと思い ます。

二酸化 炭素 の排 出量 を減 らす こ とは、世界中での大 きな課題

です。ですか ら、風 や太陽光 な どの再生可能 なエ ネル ギーの活

用は否定する ものではあ りませ ん。ですが、 これ らは、 二酸化

炭素の排 出量 を増加 させ ない ことはで きて も、排 出され続 ける

二酸化炭素 を減 らす ことはで きないのです 。二酸化炭素 を排 出

している根源 を絶つ努力 を しないか ぎ り、風力発電 の普及 に よ

る効果 は少 ないのです。

風 力発電 をエ コロジーなエ ネルギー と称 するな らば、環境 問

題には細心 の注意 を払い 、影響 を最小限 にとどめる努 力 を怠 っ

ては ならない と思 うのです 。

(根 室市在住)
バー ドス トライクに遭 ったオジロワ シの

若 鳥(2003年12月10日 根室市昆布盛)
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豊平 川で は 竹 中万紀子
(理 事)

豊平川では河畔林や河道林をほぼ3年 に一度、伐開、間引 きしている。必要以上の除去 は問題だが、

現在の河川空間では仕方がない面 もある。逆に、このような撹乱がないと生息地が消失 して しまう生物

もいる。砂礫環境 を好むコチ ドリ、イカルチ ドリ、イソシギなどの生息地は森林化で失われるのだ。草

原も減少するので草原性鳥類の生息 も難 しくなる。間引 きによって維持されるハ ビタットもあるのだ。

ある意味、河畔林伐採は撹乱の役割を果たしている。

しかし、人工的な手入れは自然が作 り出す多様な環境 とは程遠い。川が自由に遊んで流れれば、たま

の大水で植生が洗い流 され多様なハビタットが常に維持 される。

現時点で河川空間を広げるのは困難だ。次善の策は、河畔植生を河川の断面の一一部 に組み入れた形で

河川空間を見直すことだ。豊平川でもこれが一…番の課題。しか し、高水敷の多 くは札幌市が占用権を持っ

てお り、公園以外の利用に目が向かない。逆に、河畔にもっとパークゴルフ場 を作れ という声 もまだ多

い ○

対症療法ではあるが、河畔林伐採や間引きの手法を工夫することで現状での最善策 を探 ることは重要

である。川ごとに地理的条件などが大きく異なるので河畔林間引 きの必要性や方法は川ごとに異なる。

個々の川について、川を見ている市民が行政と対話 し、意見や提案を交換 していくことが重要

であろう。

河畔林の間引きは、所詮、対症療法でしかない。河川空間の拡張を含めた都市計画の練 り

直:しが急務である。温暖化に伴 う気候変動 と予想される災害の増加への対応 として

も重要なのではないだろうか。(札 幌市在住)

北 麺
各地の

汐首岬の風 力発電 林 吉彦
(専門委員)

06年12月2日 札幌時計台会議室において第1回 の 「函館汐首岬風力発電事業 に

関わる鳥類への影響評価委員会」が開かれた。この委員会は、野鳥の会道南桧山支部と事業者 ・KKユ ー

ラスエナジージャパンとの話 し合いの中で開催趣旨も含めて設置が決まっていた。

開催趣旨は当初ユーラスが出して きた建設を前提とした 「…環境負荷を低減できる方向性 を模索すべ

く…」 という文言を道南桧山支部の意見で削除 し、「本事業の可否について専門家の意見を得る」 となっ

た。委員は7名 で構成され、委員長に上田恵介(立 教大学理学部)氏 を選出し討議に入った。道南桧 山

支部は、詳細な調査データを示 し、建設予定地は、本州 と北海道を結ぶ渡 り鳥の主要ルー トになってい

ること、レッドデータブックに記載 されているオジロワシ、オオタカをは じめ多 くの種が利用 している

こと、全国的に極めて数の少ないハヤブサの子育ての場所になっていること、函館市民の貴重な探鳥地

であることなどから風車建設には相応 しくないと主張 した。 一部委員からは、風車 を建 てればバー ドス

トライクは起 きるが、それがダメだというなら、高圧線やビル、自動車に当たって死ぬのは どうす るの

かといった小泉流の論理のす り替えで建設を容認 しようとする発言がなされた。 日本の風力の2割 以上

のシェアを持ち、欧州やアメリカ、韓国、中国にまでシェアを持つ大手企業に、100人 にも満たない会員

数の弱小支部が懸命に立ち向かっている現状に多 くの支援が望まれる。(七 飯町在住)
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耳旭

「音楽劇から自然をみつめなおそ う」 佐藤 雅彦
(会 員)

『みつめなおそう、ふるさとの明日、何が大切なのかを!』

これは昨年11月 に豊富町で開催 された音楽劇 『森への道』(全12曲 、作曲は木村雅信 さん)の 終盤近 く

に叫ばれるセリフのひとつです。本作では、夜の森に現れるヒメネズ ミやコテングコウモ リ、そ してエ

ゾフクロウたちが主人公。彼らは豊かな森で生き生きと暮らしていましたが、ある日、別の森のフクロ

ウからの手紙で自分たちの森が道路建設のために切 り倒されることを知らされるのです。

この音楽劇を演ずる 「水の詩合唱団」(石 川敏代表)は 平成10年 に町民の手で結成され、これまでに3

回の地元公演を行い、今回で4回H。 合唱団は小 さなfど もから大人までの約30名 で構成されています。

いわゆるママさんコーラスとは異なり、音楽劇に関連した自然体験 ・観察会などを交えながら、親子の

絆をはぐくみ、1年 以上 もかけて練習を積み重ねていくことがこの合唱団の大 きな特徴です。活動の中

心となる音楽劇は、札幌在住の関山昭子さんが道内各地をまわって取材 し、自然の素晴 らしさ、大切 さ

を脚本化、作詞 ・演出 ・指導まで行い作 り上げてきたものばかり。関山さんは札幌で毎年、様々な自然

からのメッセージを込めた音楽劇を公演 し続けているのです。

なにかが起 きてからの対応のみが注 目されがちな昨今の諸問題。⊥にしみ込 む春の雨のごとく、人の

＼ 心にそっとしみ込んでいくこのようなアプローチの大切さを再識 させられ膿 富の公演で した・
L』L」 』A(利 尻町在住)

ニ ユース

野付の タンチ ョウ 森田 正治
(理 事)

道東/中 標津の町外れにある中標津保養所温泉旅館の池は、温泉を流 しているの

で冬でも凍らず、水鳥たちがのんびり。この池に12月4日 、3羽 の親予のタンチ ョ

ウが飛来。実は、23年前にも子供が傷付 き阿寒 ・鶴居に戻れないツルの親子がやってきた。

以来、毎冬、このツル夫婦が冬を過すようになり、給餌人の佐藤さんは 「孫ができた」 と大喜び。

この夫婦は、夏の問は野付半島の基部で生活していると言われていたが、同 日に姿を消 したこと、幼

い子連れと言 う事実で同じ個体 とほぼ証明された。一度目の営巣で失敗 し、2度 目で子育てしていたが、

10月1日 から鴨猟の解禁。実はこの地域は野鳥が多いものの、ラムサール登録湿地の 「野付半島 ・野付

湾」から外 された可猟区で、まだ飛べない有様だった。地元役場、支庁や猟友会に狩猟の自粛をお願い

し、看板を横目に心無いハンターもいたが無事に育った。こ

保 養所温 泉旅館 で餌 を食 べるタンチ ョウの親子

のツルたちに餌をやり見守っていたのが、「民宿のつけ」の

ご夫婦。

野付 半島の先端部と基部は、野鳥が多く天然記念物のタン

チョウやオジロワシも営巣 しているが、猟友会の反対で鳥獣

保護区から外 された。昨春、この湾に注ぐ河川の上流でオオ

ハクチ ョウ2羽 が鉛中毒死 している。先ずは、鉛散弾の使用

禁止、そして全面的に鳥獣保護区としラムサール湿地の拡大

を望んでいる。安心 して野鳥が暮らせる為にも。

(中標津:町:在佐〉

一5一



報 告

サ ン ル ダ ム 問 題 は 玉 虫 色 報 告 ・ 闘 い は 第 ニ ラ ウ ン ド へ

一 天 塩 川 流 域 委 員 会 終 了 の 報 告 一

副 会 長 佐 々木 克 之

12月25日 に士別で第20回流域委員会が開催 された。前回の委員長まとめ案以後、委員 と委員

長 ・副委員長 とのや りとりがあ り、それを受けてまとめ修正案が提示され、これについて論議

された。

治水問題…以下の抜粋のように両論併記 となった。「サ ンルダムは治水対策 としてす ぐれて
いるとい う意見が多数であった。 しか し、サクラマス問題などで懸念があり、遊水地や堤防補

強による治水対策が望ましいとの意見もあった。…現在の計画高水位よ りも高い水位で洪水を

流すことは、堤防への負荷 を高め、破提時の被害を大 きくし、…行うべ きでないという意見が

多 く出された。一一方、名寄川における堤防の現状 によれば、現在の計画高水位以上で目標 とす

る洪水を流せ られるのではないかとの意見もあった」(会 報NC131号 または協会HP会 報131

号 「サ ンルダム問題の近況一 まず治水問題が争点一」(佐 々木克之)に 詳 しい計画高水位等の

数字を示 して説明)

サクラマス問題…予想に反 して両論併記ではなかった。1)サ ンルダムを建設す る場合に、

対策の実施にあたっては専門家の意見を聴 く。2)現 状の遡上、降下など河川環境に負荷 を与

えず、必要に応 じて試験 を行い、その対策の効果を確認 しながら、サクラマスの生息環境の推

移を継続的にモニタリングし、3)そ の結果に基づ きなが ら必要な対策 を講ずることができる

体制を整備する。1)は サンルダム建設を前提 にして対策を講 じる場合の留意点で、 ダム建設

が前提 となる。2)は 、あいまいである。「必要に応 じて」を 「事前に」 とすべ きという前川委

員の意見に対 して 「順応的管理をして」がよいとい う意見がでて、委員長がまとめると発言 し

て終了 した。順応的管理の中身を明らかにしなかったので問題が残る。3)は サ ンルダムを建

設 しなが ら対策を講 じるのか、事前に対策を講 じるのか不明のなかで、対策に関しては別途委

員会か何かを設置することを明らかにした。

チェック体制… 「河川整備計画の実効性を高めるために、計画の達成状況等 に関 してチェッ

クをするシステムを作るべ きである」に関 して、前川委員から 「前川:サ クラマスについては、

産卵床の数についての調査結果、淡水魚フォーラムからの意見書 もある、それらについての検

討は、このシステムのなかに入っているのか。」 という質問に対 して、委員長か ら 「入 ってい

る」 と回答、さらに出羽委員か ら 「積み残 しの議論は?」 と聞いたのに対 して、委員長は 「こ

れがその積 もり」 と回答 した。

私たちが最小限要求 として、委員長提案のまとめに入れるべ きと述べた意見書の中の3点 ほ

どは取 り入れ られていて、少 しは運動の成果が見 られた。しかし、肝心なことは上記のように

玉虫色で決着 した。そのためか、マスコミでは 「サンルダムゴー」 という見出 しや、「議論 は

続 く」としたものなどそれぞれに異なった。

委員会終了後の記者会見で私たちが述べたのは、1)議 論が尽 くされていないのに終了 した
ことへの抗議、2)名 寄川の治水では流域住民の声が反映されていないので、さらに検討す る

こと、およびサクラマス問題に関する開発局の調査や考えは問題が多す ぎて、検討組織を立ち

上げるべ きである、3)今 後は開発局交渉をして、問題点を明らかにしてい く、の3点 であっ

た。第ニラウンドは、流域委員会意見を受けて出される 「河川整備計画案」との闘いであるが、

私たちの闘いによって、流域委員会の意見内容 にそれなりの今後の闘いの足場を作ったとい う

ことは評価できると思う。
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侵幸 告

「06年 支笏湖三話」

理 事 中 川 晃

07年 は暖冬の内に明けました。支笏湖外輪の山々も降雪が少なく、例年であれば純白に輝 く

山並み も、本来の美 しさにはもう少 し待たねばなりません。

さて、今回は私が活動の拠点 としている支笏湖とその周辺で昨年、体験 した り見聞きした事

柄を報告 させていただきます。

06年 、支 笏湖の春 は 「静 かな湖 畔」 と共 に訪 れま した。 ここ

数年 来、支笏湖で は水上バ イクやプ レジャーボー トによる騒音

に悩 まされて きま した。昨年の春 、湖畔住民 や市民 、関係者の

永年の願いがや っ と叶い、支笏湖への動 力船乗 り入れが原則禁

止 とな りま した。

ポ ロピナイ地 区な どは、日に100隻 を越 え る水 上 バ イクや そ

の愛好家 らの車両 とテ ン トに占拠 され 、近づ くのが 琿れる状態

で した。心無 い利用者 によるゴ ミの不法廃棄 は後 を絶たず、水

上バ イクから流れ出る油による水質汚染、ジェット水流が原因と見 られるチ トセバイカモの消

滅など、暗い話題が続いただけに本当にうれ しい出来事で した。夏には水遊びに興 じる親子連

れが見られるようになり、本来の美 しい支笏湖畔の姿を取 り戻す事が出来ました。

支笏湖で は、04年 の台風18号 に よ り、約7000haに も及 ぶ風

倒木被害が発生 しました。

昨年9月 、 この地に約1800人 の市民が参加 して植林活動 が行

われ ま した。今 回の事業 は、「支笏湖周辺 台風被 害 ・復興 の森

づ くり実行委員 会」の呼 びかけによる ものです。今後2年 間で、

100haに 「ア カエ ゾマ ツ」 を中心 に約10万 本の植林 を行 う予定

です 。

今 回の植林で は実験的 な取 り組 み として、以下の3点 が取 り

組 まれ ま した。⑦1ha当 た りの植林本数 を通常の30%、1000本 に抑 える、② 植林 面積 と同面

積 を自然 再生 にゆ だねる。③ 植林 した個 人、団体 は 「森の里親制 度」 に登録 し、今後 も下草刈

り等継続 的 な活動 を行 う,,

今 まで多 くの植林地が、単一樹 種 を植林 しその後、手 入れが行われずに荒 れ果 てている姿 を

多 く見て来 ま した。今 回の植林 は、多様 な樹種 の森 づ くりを市民が行い、管理 、育成 する こと

に大変 に意義 がある ように思 われま した。

10月 のは じめ 「樽前 山の登 山道 を無断で拡幅 した ものが居 る

らしい」 との情 報があ り、犯人 は当局の事情聴取 に対 して 「歩

きに くかったので 、歩 き易 くした、,登山道の管理が悪い」と言っ

てい るら しい とい う、衝撃的なニュースが飛び込んで来 ました。

近年、中高年の登 山ブーム と共 に山でのモラルが 問われて久 し

い と思い ますが 、今 回の 「犯人」の主張 の幼稚 さと、こ との重

大性 を考 える時 、「社会教育の場 と しての国立 公 園の あ り方」

が深 く問 われている ように思 われ ます。(千 歳市在住)
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報 告

沙流川の河川生態系 とサケの無念さを思 う

常務理事 奥 谷 浩 一

昨年は平取町を三度も訪れる機会があった。そのたびに、閑静な二風谷には似つかわ しくな

い二風谷ダムと沙流川の本支流 を見るにつけて、河川の生態系の破壊の有様を実見し、河川に

人工構造物があるという問題の深刻さを痛感 した。

かつて清流で知られた沙流川は、地元のアイヌ民族の反対を押 し切って建設された二風谷ダ

ムのために、今や泥川と化 している。本流の河岸はたえず浸食されて崩壊を続け、両岸の樹木

はほとんど流失 しかけてお り、河床低下 も進んでいる。ダムには大量の土砂が堆積 し、ダムの

両岸と本流が水の滞留地帯に流れ込む所でとくに激 しい。後者の土砂は トラック数十台を使っ

て除去 して も追いつかない という。支流のオサツナイ川が本流に流れ込む所で も大量に泥が堆

積 していた。直前に襲った台風の爪跡はいたるところに残されていた。沙流川上流の岩知志 ダ

ムでは、泥を除去するための凌漂i船が流 され、ダムの堤体に引っかかっていた。仁世宇で も河

岸の浸食と崩壊が顕著であり、河岸に貼 られたコンクリー トがはがれかけている光景 も随所で

観察 された。下流の富川地区は、排水ポンプがないために、またもや洪水の被害を受けていた。

これらは自然の猛威 と、河川の自然環境 を破壊 して人工物でいじくり回 したこととが、相乗作

用を起 こした結果 と見るべ きであろう。

最 も衝撃だったのは二風谷ダムの下流の光景であった。ダムの下流部の、シカルペ川が本流

に注 ぎ込むあた りに、サケの死体が累々と横たわっていたのである。これらはホッチャレでは

ない。ダムの三段つづら折で50い くつ もの階段があるあの魚道を探せなかったか、またはこれ

を避けたサケが、下流部で産卵に適 した場所を探す うちに力尽 きたのである。その証拠に、メ

スの腹部を押す と、真っ赤なイクラが飛び出してきた(表 紙写真を参照)。

あの魚道を遡ったサケは少 しはいるかも知れないが、このような構造物を避けるのが普通で

あろう。彼 らは河床が柔 らか く酸素 を沢山含んだ湧水のある場所で しか産卵 しないのである。

このことは、現在の魚道が川 と魚の生態学に反 し、人間の自分勝手な考えによって作 られたも

ので しかないことを示 している。魚道を作るにしても、魚の身になって、彼らと河川の生態系

に一致 した環境条件 をそなえた魚道を作るべ きではないか。不 自然な構造 物のために子孫 を残

すという生涯最大の大役を果たすことがで きずに死んだ彼らの無念さを思いやるべ きであろう。

彼らの死体は、無言の うちに、自然の摂理を忘れた人間の浅知恵、傲慢さをわれわれに訴えて

いるように思えてならなかった。(江 別市在住)
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最近の自然情報

「変わ りつつある生き物の関係」
2007年 自然保護学校開催の ご案 内

2007年 自然 保 護i学校 を 下記 の 日程 で行 い ます 。

今 年 は 「変 わ りつ つ あ る生 き物 の 関係 」 と して そ れぞ れ の 専 門 家 に お話 を して い た だ き ま す 。 自然 保

護 学 校 の 講 義 は 、 私 た ち を取 り巻 く環 境 を よ り よい状 態 に保 つ た め に 、 自然 を 良 く知 り、 自然 が 大 切 で

あ る こ と を理 解 して い た だ け る 内 容 で取 り組 ん で お り ます 。

広 く市民 の 方 々 に理 解 して い た だ くよ う、 ス ラ イ ド、OHP、 パ ソ コ ンプ ロジ ェ ク ター な どを使 用 し、

分 か りや す い 内 容 に努 め ます の で ぜ ひ ご参 加 くだ さい 。

主 催:㈹ 北 海 道 自然 保 護 協 会 札1幌市 中 央 区 北3条 西11丁 目 加 森 ビル6F

場 所:札 幌 学 院 大 学 社 会 連 携 セ ン ターTELO11-280-1581

(札 幌 市 中央 区大 通 西6丁 目 地 下 鉄 大 通 り駅 出 口1・番徒 歩1分)

日程 ・講 師 各 日18:00～20:00

2月6日(火)開 校 式 ・「北 海 道 の河 川 と淡 水 魚 」 帰 山 雅 秀(北 大 大 学 院水 産科 学 研 究 院 教授)

2月13日(火)「 セ イ ヨウ オ オ マ ル ハ ナバ チ の北 海 道 へ の 侵 入 と在 来 生 物 へ の影 響 」 永 光 輝 義

(森林 総 合研 究 所 ・北 海 道 支 所研 究 主 任)

2月20日(火)「 北 海 道 の ア オ サ ギ の生 息 状 況 とそ の変 遷 」 松 長 克 利(北 海 道 ア オ サ ギ研 究 会 代 表)

2月27日(火)「 ア ラ イ グマ 防御 一 現状 と今 後 の課 題 一」 池 田 透(北 大大 学 院 文学 研 究 科 助 教 授)

3月6日(火)「 ス ズ メの 大 量 死 を振 り返 っ て」 黒 沢 令 子(ス ズ メ ネ ッ トワー ク事 務 局)・ 閉校 式

*2月6日 は 受付 、 開 校 式 が あ ります の で早 め にお 集 ま り くだ さい 。

*諸 事 情 で 講 師 の 順 序 が 変 わ る事 が あ ります の で あ らか じめ ご了承 くだ さい 。

定 員:60名 参 加 費=3,500円 、協 会 会 員 ・学 生3,000円(開 校 日 に徴 収)

問 合 せ ・申込 み:北 海 道 自然 保 護i協会TEL・FAXO11-251-5465Eメ ー ルinfo@一hokkaido.or.jp

132号か ら4回 に渡 つて在EB常 務理事にコラムを書いていただきます 。

在 田一則さんのプロフ ィール

札幌市出身 、当協会常務理事 、現在北海道大学総合博物館研究員

地質学の専門家であ り、06年11～12月 もネパールに調査に行ってきました。博物館には在田さんの採取 された岩石

標本 が多数展示されて います。

:コラ ム

そ の1ジ オ ダ イ バ ー シ テ ィ(geodiversity)

在 田 一 則

バ イオ ダ イバ ー シテ ィ(生 物 多様性:biologicaldiversity/biodiversity)に 対 応 して ジ オ ダ イバ ー

シテ ィ(geodiversity)と い う用語 が あ る。1970年 代 か ら使 われ てい るbiologicaldiversityは1992年 の リ

オ地球 サ ミッ トで調 印 され た 「国連生 物 多様性 条約 」以後 は社会 的 に も認知 され、今 では 日常 的 に も使 用

され てい る。 しか し、ジオ ダ イバ ー シテ ィは まだ な じみが ない ようであ る。訳 語 も地 質多様性 、地 学 的 多

様 性 、地圏 多様性 な どまだ定着 してない ようなの で、 ここで はカ タカナ書 きとす る。

ジオ ダ イバ ー シテ ィの標題 を もつ教 科書(Geodiversityvaluingandconservingabioticnature,

JohnWiley&Sons,2004)を 表 したM.Gray氏 は 、"ジ オ ダ イバ ー シテ ィ"を 「地 質学 的(岩 石 ・鉱

物 ・化石)、 地形学 的(地 表形 態 ・形成 過程)お よび 土壌 の特徴 の 自然 にお け る 多様 性 と定 義 し、 生物 多

様性 の非 生物 的 同意語 で ある と して い る。この よ うに、ジ オダ イバ ー シテ ィは、 自然 の評価 ・保存 に は 、

生物 自然 界 の多様性(生 物 多様性)だ けで はな く、非 生物 自然界 の 多様性(ジ オ ダイバ ー シテ ィ)の 認 識

も重 要 であ り、両者 を総 合的 に捉 え ない と 自然 の多様 性 を理解 で きない とい う考 えか ら生 まれ た地球 ・環

境 科学 にお け る新た な概念 で あ る。 しか し、地球表 層部 の 自然 は地圏 ・大気 圏 ・水圏 そ して生物 圏の 共 存

と相 互作 用 に よ り成 り立 ってい るの であ るか ら、atmodiversityやhydrodiversityを 考慮 す る必要 もある。
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* お知 らせ コーナ ー

薪 会 員 紹 介
2006年7月 ～11月

【A会 員 】 乳 井 幸 教 、 田村 義 彦 、 阿部 孝 夫 、

舟 木 上 総 、 中根 恵 美 子 、 向井 徹 、

尾 田 孝 人 、野 呂 義 彦 、 藤 井 勉 、

横 井 真 順 、小 野 昌 子 、 小野 木 三郎 、

上 屋 真 一 、野 口 亮 一 、 山 口 豊 、

矢 吹 全 、福 岡 淳 一 、 石 山 由夫 、

八 木 橋 諭 、北 山 吉勝 、 長尾 芳 文 、

高 橋 直 宏 、福 田 茂 夫 、 間所 公 男 、

横山
奈良
吉原
八木
森田
上坂
東
河合

明光 、梅 津 征 一 、 梅林 弘道 、

泰 世 、安 間 元 、 渡 部 浩一 、

努 、平 澤 芳 史 、 脇 阪 昌義 、

正 和 、桑 原 修 、 岩 佐 一一輝 、

平 久 、大 西 邑 子 、 石 山 順 子、

和 代 、藤 田 叶 子 、 富永 まゆみ 、

道 子 、船 戸 恵 、 富塚 陽子 、

ま き、 ・井 卜 淑 羊

【団体会則 ㈱サ ンキキ
【学生会則 平

小林
眞野

尚恵 、桐 原

尚 史 、 及 川

優 平 、杉 山

崇 、福 田 真 也 、

克 彦 、 小 泉 芳 王 、

妃 奈 、 久保 田さちえ

寄
あ りが と うご ざ い ます 。

梅 沢 俊

前 田 正 子(ブ ー ケ ドソ レ イユ)

2006年11月

日

日

り
4

ρ
U

日

日

4

0
U

」1
■

」蓼
⊥

活 動 日

金

20,000円

20,000円

誌

第18回 天塩川流域委員会傍≡聴
緑資源機構談合疑惑にからむ声明文 一道
政記者クラブで会見
第5回 拡大常務理事会
セ ミナー 「地球(ガ イヤ)を 考える一日

高山脈を国立公園に一」にて講演
「サハリン2一 開発現地からの最新レポー
ト」北海道ラプターリサーチ主催出席

*

25日

月12年0620

日

日

4

7
」

9日

25日

27日

第19同 天塩川流域委員会傍…聴
国有林伐採問題に関する北海道森林管理
局との交渉
第3回 理事会
第20回 天塩川流域委員会傍聴
第4回 北海道開発事業審議委員会(北 見
道路再評価)傍 聴

要 望 書 な と

●11月6日 林野庁、緑資源機構i等、関係5機 関
に送付…緑資源幹線林道の即時中止 と 「緑資源

機構」の廃止を求める声明
※大規模林道問題北海道ネッ トワーク5団 体連

名で提出

●11月15日 北海道開発局長宛
北海道開発局事業審議委員会の公開についての

要望書
※「北見の自然風土を考える」市民連絡会と連名

●11月17日 ㈱ユーラスエナジージャパ ン宛

(仮称)根 室ウイン ドファーム計画策定に関わ
る要望書

●11月27日 天塩川流域委員会事務局宛
19回天塩川流域委員会への申し入れ書&清 水康

行委員長への意見書
※14団体連名

●12月11日 天塩川流域委員会事務局宛
第20回 天塩川流域委員会への意見書&清 水康行
委員長への要望書
※14団体連名

総会臼時のお知らせ
2007年 度 の 定 期 総 会 の 日時 が 決 ま り ま した の で

出席 予 定 と して ご都 合 い た だ け ます よ うお 願 い い

た し ます 。

日 時:2007年5月26日(土)13:00か ら

総 会 終 了 後 、15:30よ り17:00ま で 講

演 会 を予 定

場 所:北 大 学 術 交 流 会 館 会 議 室

(札 幌 市 北 区 北8条 西5丁 目)

編 集 後 詑
明けましておめで とうございます。今年の暖冬 ・

小雪は自然の植生などにとっても非常に気掛か り
なところです。北海道は、04年 の台風被害 を始め
としてその後毎年大 きな自然災害が発生 していま

す。地球温暖化の影響でしょうか?
是非、今年は災害の無い穏やかな年であって欲 し
いものです。

今年も会員の皆 さんからの投稿をお待 ち してい
ます。(編 集委員 荻田 雄輔)

会費納入のお願い
会費納入については日頃ご協力をいただいて

お りますが、未納の方は至急納入下さいます よ

うお願いいた します。

個人A会 員

個人B会 員

4,000円

2,000円

(A会 員と同…世帯の会員)

学生会員

団体会員1口

〈納入口座〉

2,000円

15,000円

郵 便 振 替[座02710-7-4055

北 洋 銀 行 大 通 支 店(普 通)0017259

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)0101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

〈口 座 名 〉

社 団法 人 北 海道 自然 保 護 協 会

※ この紙は再生紙 を使用 しています。
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